
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】鼻緒の着脱作業を行う者の手が汚れず、着脱手

段の耐久性を高め、着脱作業を容易且つ円滑に行う。

【解決手段】足を載置するための基台２と、基台上に前

記足を固定するための鼻緒３と、鼻緒を基台２に対して

着脱可能な着脱手段４ａ，４ｂ，４ｃとを備えた履物１

であって、着脱手段は、上方から鼻緒の端部９ａ，９ｂ

，９ｃを挿入可能な収容凹部１０ａ，１０ｂ，１０ｃと

、収容凹部の内部において鼻緒の端部を固定可能な固定

具１１ａ，１１ｂ，１１ｃとを備えていることを特徴と

する。

【選択図】図３
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 足 を 載 置 す る た め の 基 台 と 、 該 基 台 上 に 前 記 足 を 固 定 す る た め の 鼻 緒 と 、 該 鼻 緒 を 前 記
基 台 に 対 し て 着 脱 可 能 な 着 脱 手 段 と を 備 え た 履 物 で あ っ て 、
　 前 記 着 脱 手 段 は 、 上 方 か ら 前 記 鼻 緒 の 端 部 を 挿 入 可 能 な 収 容 凹 部 と 、 該 収 容 凹 部 の 内 部
に お い て 前 記 鼻 緒 の 端 部 を 固 定 可 能 な 固 定 具 と を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 履 物 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 着 脱 手 段 の 固 定 具 は 、 前 記 収 容 凹 部 に 対 し て 略 水 平 方 向 に 進 退 し 、 前 記 鼻 緒 の 端 部
を 押 圧 可 能 な よ う に 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 履 物 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 着 脱 手 段 の 固 定 具 は 、 前 記 収 容 凹 部 か ら 前 記 基 台 の 側 面 に 至 る 通 孔 内 に 設 け ら れ 、
前 記 基 台 の 側 方 か ら 操 作 可 能 と な っ て い る 請 求 項 ２ に 記 載 の 履 物 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 着 脱 手 段 の 固 定 具 は 、 前 記 収 容 凹 部 へ の 進 入 方 向 に 付 勢 さ れ て い る と 共 に 、 前 記 鼻
緒 の 端 部 の 前 記 収 容 凹 部 へ の 挿 入 に 伴 っ て 前 記 収 容 凹 部 か ら 退 出 方 向 に 移 動 す る よ う に 構
成 さ れ て い る 請 求 項 ２ に 記 載 の 履 物 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 鼻 緒 を 備 え た 履 物 に 関 し 、 特 に 、 鼻 緒 が 着 脱 可 能 に 設 け ら れ た 履 物 に 関 す る
も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 草 履 や 下 駄 、 雪 駄 等 の 履 物 に は 、 基 台 に 鼻 緒 が 取 り 付 け ら れ て お り 、 こ の 鼻 緒 に
よ り 基 台 上 に 使 用 者 の 足 を 固 定 す る よ う に な っ て い る 。 こ の 鼻 緒 は 、 磨 耗 や 損 傷 等 に よ り
交 換 の 必 要 が 生 じ た り 、 或 い は 、 使 用 者 の 足 に 合 わ せ て 長 さ を 調 整 す る 必 要 が 生 じ た り し
た 時 に 基 台 に 対 し て 着 脱 さ れ る が 、 こ の 鼻 緒 の 着 脱 作 業 は 、 専 門 的 な 技 術 を 必 要 と す る た
め 、 熟 練 者 の 手 に 委 ね る の が 通 常 で あ り 、 専 門 的 な 技 術 を 有 し な い 使 用 者 自 ら が 鼻 緒 の 着
脱 作 業 を 行 う こ と は ほ と ん ど 不 可 能 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ こ で 、 履 物 の 使 用 者 自 身 が こ の 鼻 緒 の 着 脱 作 業 を 容 易 に 実 施 で き る よ う に す る た め 、
基 台 の 裏 側 に 鼻 緒 の 端 部 を 固 定 す る 固 定 金 具 を 配 設 す る こ と に よ り 基 台 に 対 し て 鼻 緒 を 着
脱 可 能 な 構 成 と し た 履 物 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 用 新 案 登 録 第 ３ １ ０ ９ ２ ６ ８ 号 公 報
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 し た 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 履 物 に お い て 鼻 緒 の 着 脱 作 業 を 行 う 場
合 に は 、 基 台 の 裏 側 に 配 設 さ れ た 固 定 金 具 を 操 作 す る 必 要 が あ る た め 、 作 業 者 の 手 が 汚 れ
る と い っ た 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 履 物 を 使 用 す る 際 、 基 台 の 裏 面 は 常 に 地 面 に 接 触 し 、 固 定 金 具 や 該 固 定 金 具 を 覆
う 舌 片 等 が 磨 耗 或 い は 損 傷 し 易 く な る た め 、 鼻 緒 の 着 脱 作 業 時 に 固 定 金 具 が 本 来 の 機 能 を
発 揮 し な く な り 、 着 脱 作 業 を 円 滑 に 行 う こ と が で き な く な る お そ れ も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 考 案 は 、 上 記 し た 課 題 を 解 決 す べ く な さ れ た も の で あ り 、 鼻 緒 の 着 脱 作 業 を 行 う 者 の
手 が 汚 れ ず 、 着 脱 手 段 の 耐 久 性 を 高 め 、 着 脱 作 業 を 容 易 且 つ 円 滑 に 行 う こ と の で き る 履 物
を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 上 記 し た 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 考 案 は 、 足 を 載 置 す る た め の 基 台 と 、 該 基 台 上 に 前 記
足 を 固 定 す る た め の 鼻 緒 と 、 該 鼻 緒 を 前 記 基 台 に 対 し て 着 脱 可 能 な 着 脱 手 段 と を 備 え た 履
物 で あ っ て 、 前 記 着 脱 手 段 は 、 上 方 か ら 前 記 鼻 緒 の 端 部 を 挿 入 可 能 な 収 容 凹 部 と 、 該 収 容
凹 部 の 内 部 に お い て 前 記 鼻 緒 の 端 部 を 固 定 可 能 な 固 定 具 と を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ し て 、 前 記 着 脱 手 段 の 固 定 具 は 、 前 記 収 容 凹 部 に 対 し て 略 水 平 方 向 に 進 退 し 、 前 記 鼻
緒 の 端 部 を 押 圧 可 能 な よ う に 設 け ら れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 前 記 着 脱 手 段 の 固 定 具 は 、 前 記 収 容 凹 部 か ら 前 記 基 台 の 側 面 に 至 る 通 孔 内 に 設 け
ら れ 、 前 記 基 台 の 側 方 か ら 操 作 可 能 と な っ て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 、 前 記 着 脱 手 段 の 固 定 具 は 、 前 記 収 容 凹 部 へ の 進 入 方 向 に 付 勢 さ れ て い る と 共 に
、 前 記 鼻 緒 の 端 部 の 前 記 収 容 凹 部 へ の 挿 入 に 伴 っ て 前 記 収 容 凹 部 か ら 退 出 方 向 に 移 動 す る
よ う に 構 成 さ れ て い て も よ い 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 考 案 で は 、 上 方 か ら 鼻 緒 の 端 部 を 挿 入 可 能 な 収 容 凹 部 の 内 部 に お い て 固 定 具 に よ っ て
鼻 緒 の 着 脱 を 行 う よ う に な っ て い る た め 、 鼻 緒 の 着 脱 作 業 時 に 、 履 物 の 裏 面 側 に 作 業 者 の
手 が 触 れ て 汚 れ る こ と が な く 、 着 脱 作 業 を 容 易 且 つ 円 滑 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 履 物 を 使 用 す る 際 、 着 脱 手 段 が 地 面 に 接 触 す る こ と に よ り 磨 耗 或 い は 損 傷 す る お
そ れ が な い た め 、 着 脱 手 段 の 耐 久 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し つ つ 、 本 考 案 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 以 下 の 説 明 で
は 、 本 発 明 を 和 装 用 の 草 履 に 適 用 し た 場 合 に つ い て 例 示 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 先 ず 、 図 １ ～ 図 ３ を 参 照 し つ つ 、 本 考 案 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 履 物 に つ い て 説 明 す
る 。 こ こ で 、 図 １ は 本 考 案 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 履 物 を 示 す 斜 視 図 、 図 ２ は 同 履 物 を
裏 面 側 か ら 示 す 斜 視 図 、 図 ３ は 同 履 物 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 実 施 の 形 態 に 係 る 履 物 １ は 、 使 用 者 の 足 を 載 置 す る た め の 基 台 ２ と 、 基 台 ２ 上 に 足 を
固 定 す る た め の 鼻 緒 ３ と 、 鼻 緒 ３ を 基 台 ２ に 対 し て 着 脱 可 能 な 着 脱 手 段 と し て の 固 定 金 具
４ ａ ， ４ ｂ ， ４ ｃ と を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 基 台 ２ は 、 木 材 や 厚 紙 等 か ら 成 る 芯 材 の 周 囲 を 布 や 皮 又 は 樹 脂 材 料 に よ っ て 覆 う こ と に
よ り 形 成 さ れ て お り 、 基 台 ２ の 上 面 ５ に は 、 前 部 と 左 右 後 部 の ３ 箇 所 に 鼻 緒 挿 入 用 の 孔 （
図 示 省 略 ） が 穿 設 さ れ て い る 。 ま た 、 該 各 孔 の 下 方 の 基 台 ２ の 内 部 に は 、 そ れ ぞ れ 、 固 定
金 具 嵌 合 部 ６ ａ ， ６ ｂ ， ６ ｃ が 形 成 さ れ て お り 、 基 台 ２ の 内 部 に は 、 こ の 固 定 金 具 嵌 合 部
６ ａ ， ６ ｂ ， ６ ｃ か ら 基 台 ２ の 側 面 ７ に 至 る よ う に 細 長 円 筒 形 状 の 通 孔 （ 図 示 省 略 ） が 形
成 さ れ 、 こ の 通 孔 の 外 側 は キ ャ ッ プ ８ に よ り 閉 塞 さ れ て い る 。 な お 、 こ の キ ャ ッ プ ８ は 後
述 す る 固 定 具 １ １ ａ ， １ １ ｂ ， １ １ ｃ の 頭 部 に 一 体 化 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 鼻 緒 ３ は 、 Ｖ 字 状 を 成 し 、 芯 材 を 布 や 皮 又 は 樹 脂 材 料 に よ っ て 覆 う こ と に よ り 形 成 さ れ
て お り 、 前 部 と 左 右 後 部 の 端 部 ９ ａ ， ９ ｂ ， ９ ｃ は そ れ ぞ れ 下 方 に 延 出 す る よ う に 形 成 さ
れ て い る 。 な お 、 鼻 緒 ３ は 、 既 存 の も の の 長 さ を 調 整 す る 場 合 等 、 既 存 の も の を 利 用 す る
こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 固 定 金 具 ４ ａ ， ４ ｂ ， ４ ｃ は 、 そ れ ぞ れ 固 定 金 具 嵌 合 部 ６ ａ ， ６ ｂ ， ６ ｃ に 嵌 合 す る こ
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と に よ り 基 台 ２ に 固 定 さ れ 、 履 物 １ の 底 板 と 相 俟 っ て 内 部 に 収 容 凹 部 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ ， １
０ ｃ を 形 成 す る 円 筒 形 状 の ケ ー ス 部 １ ２ ａ ， １ ２ ｂ ， １ ２ ｃ と 、 収 容 凹 部 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ
， １ ０ ｃ の 内 部 に お い て 鼻 緒 ３ の 端 部 ９ ａ ， ９ ｂ ， ９ ｃ を 固 定 可 能 な 固 定 具 １ １ ａ ， １ １
ｂ ， １ １ ｃ と を 備 え て お り 、 収 容 凹 部 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ ， １ ０ ｃ に は 上 方 か ら 鼻 緒 ３ の 端 部
９ ａ ， ９ ｂ ， ９ ｃ が 挿 入 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ケ ー ス 部 １ ２ ａ ， １ ２ ｂ ， １ ２ ｃ の 側 壁 部 に は 、 螺 子 か ら 成 る 固 定 具 １ １ ａ ， １ １ ｂ ，
１ １ ｃ が 螺 合 可 能 と な っ て お り 、 こ の 固 定 具 １ １ ａ ， １ １ ｂ ， １ １ ｃ は 、 前 記 通 孔 に 遊 貫
し 、 収 容 凹 部 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ ， １ ０ ｃ に 対 し て 略 水 平 方 向 に 進 退 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の よ う な 構 成 を 備 え た 履 物 １ に お い て 、 鼻 緒 ３ を 基 台 ２ に 取 り 付 け る 場 合 、 先 ず 、 鼻
緒 ３ の 端 部 ９ ａ ， ９ ｂ ， ９ ｃ を そ れ ぞ れ 上 方 か ら 収 容 凹 部 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ ， １ ０ ｃ に 挿 入
し 、 収 容 さ せ る 。 そ の 後 、 前 記 通 孔 の キ ャ ッ プ ８ を 取 り 外 し 、 ド ラ イ バ を 使 用 し て 固 定 具
１ １ ａ ， １ １ ｂ ， １ １ ｃ を 正 回 転 さ せ 、 収 容 凹 部 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ ， １ ０ ｃ へ の 進 入 方 向 に
移 動 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 鼻 緒 ３ の 端 部 ９ ａ ， ９ ｂ ， ９ ｃ は 、 固 定 具 １ １ ａ ， １ １ ｂ ， １
１ ｃ の 先 端 に 押 圧 さ れ 、 該 固 定 具 １ １ ａ ， １ １ ｂ ， １ １ ｃ と ケ ー ス 部 １ ２ ａ ， １ ２ ｂ ， １
２ ｃ の 内 面 と の 間 に そ れ ぞ れ 挟 持 さ れ た 状 態 と な り 、 収 容 凹 部 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ ， １ ０ ｃ 内
に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 一 方 、 鼻 緒 ３ を 基 台 ２ か ら 取 り 外 す に は 、 上 記 し た 手 順 と 逆 の 手 順 で 、 固 定 具 １ １ ａ ，
１ １ ｂ ， １ １ ｃ を 逆 回 転 さ せ て 収 容 凹 部 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ ， １ ０ ｃ か ら 退 出 す る 方 向 に 移 動
さ せ 、 固 定 具 １ １ ａ ， １ １ ｂ ， １ １ ｃ の 先 端 と ケ ー ス 部 １ ２ ａ ， １ ２ ｂ ， １ ２ ｃ の 内 面 と
に よ る 鼻 緒 ３ の 端 部 ９ ａ ， ９ ｂ ， ９ ｃ の 挟 持 状 態 を 解 除 し た 上 で 、 鼻 緒 ３ を 上 方 に 引 き 抜
く こ と に よ り 行 う 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 、 図 ４ ～ 図 ６ を 参 照 し つ つ 、 本 考 案 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 履 物 に つ い て 説 明 す
る 。 こ こ で 、 図 ４ は 本 考 案 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 履 物 を 示 す 斜 視 図 、 図 ５ は 同 履 物 を
示 す 分 解 斜 視 図 、 図 ６ は 同 履 物 の 固 定 手 段 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 実 施 の 形 態 に 係 る 履 物 ２ １ は 、 使 用 者 の 足 を 載 置 す る た め の 基 台 ２ ２ と 、 基 台 ２ ２ 上
に 足 を 固 定 す る た め の 鼻 緒 ２ ３ と 、 鼻 緒 ２ ３ を 基 台 ２ ２ に 対 し て 着 脱 可 能 な 着 脱 手 段 と し
て の 固 定 金 具 ２ ４ ａ ， ２ ４ ｂ ， ２ ４ ｃ と を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 基 台 ２ ２ は 、 木 材 や 厚 紙 等 か ら 成 る 芯 材 の 周 囲 を 布 や 皮 又 は 樹 脂 材 料 に よ っ て 覆 う こ と
に よ り 形 成 さ れ て お り 、 基 台 ２ ２ の 上 面 ２ ５ に は 、 前 部 と 左 右 後 部 の ３ 箇 所 に 鼻 緒 挿 入 用
の 孔 （ 図 示 省 略 ） が 穿 設 さ れ て い る 。 ま た 、 該 各 孔 の 下 方 の 基 台 ２ ２ の 内 部 に は 、 そ れ ぞ
れ 、 基 台 ２ ２ の 側 面 ２ ７ に 至 る よ う に 固 定 金 具 嵌 合 部 ２ ６ ａ ， ２ ６ ｂ ， ２ ６ ｃ が 形 成 さ れ
て お り 、 こ の 固 定 金 具 嵌 合 部 ２ ６ ａ ， ２ ６ ｂ ， ２ ６ ｃ の 外 側 は キ ャ ッ プ ２ ８ に よ り 閉 塞 さ
れ て い る 。 な お 、 こ の キ ャ ッ プ ２ ８ は 後 述 す る 固 定 金 具 ２ ４ ａ ， ２ ４ ｂ ， ２ ４ ｃ の 外 側 面
に 兼 用 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 鼻 緒 ２ ３ は 、 Ｖ 字 状 を 成 し 、 芯 材 を 布 や 皮 又 は 樹 脂 材 料 に よ っ て 覆 う こ と に よ り 形 成 さ
れ て お り 、 前 部 と 左 右 後 部 の 端 部 ２ ９ ａ ， ２ ９ ｂ ， ２ ９ ｃ は そ れ ぞ れ 下 方 に 延 出 す る よ う
に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 固 定 金 具 ２ ４ ａ ， ２ ４ ｂ ， ２ ４ ｃ は 、 そ れ ぞ れ 固 定 金 具 嵌 合 部 ２ ６ ａ ， ２ ６ ｂ ， ２ ６ ｃ
に 嵌 合 す る こ と に よ り 基 台 ２ ２ に 固 定 さ れ 、 内 部 に 収 容 凹 部 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ ， ３ ０ ｃ が 形
成 さ れ た 上 面 に 開 口 部 を 有 す る 箱 状 の ケ ー ス 部 ３ １ ａ ， ３ １ ｂ ， ３ １ ｃ と 、 ケ ー ス 部 ３ １
ａ ， ３ １ ｂ ， ３ １ ｃ の 内 部 に 収 容 さ れ て 鼻 緒 ３ の 端 部 ２ ９ ａ ， ２ ９ ｂ ， ２ ９ ｃ を 固 定 可 能
な 固 定 具 ３ ２ ａ ， ３ ２ ｂ ， ３ ２ ｃ と を 備 え て お り 、 収 容 凹 部 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ ， ３ ０ ｃ に は
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上 方 か ら 鼻 緒 ３ の 端 部 ２ ９ ａ ， ２ ９ ｂ ， ２ ９ ｃ が 挿 入 可 能 と な っ て い る 。 な お 、 固 定 金 具
２ ４ ａ ， ２ ４ ｂ ， ２ ４ ｃ は 下 面 が 開 放 さ れ て い て も よ く 、 そ の 場 合 、 収 容 凹 部 ３ ０ ａ ， ３
０ ｂ ， ３ ０ ｃ は 履 物 １ の 底 板 と 相 俟 っ て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 固 定 具 ３ ２ ａ （ ３ ２ ｂ ， ３ ２ ｃ も 同 様 ） は 、 円 柱 状 の 軸 部 ３ ３ ａ と 、 軸 部 ３ ３ ａ と ケ ー
ス 部 ３ １ ａ の 一 方 の 内 端 面 ３ ４ ａ と の 間 に 介 装 さ れ て 軸 部 ３ ３ ａ を 収 容 凹 部 ３ ０ ａ へ の 進
入 方 向 に 付 勢 す る バ ネ 部 ３ ５ ａ と か ら 構 成 さ れ て お り 、 軸 部 ３ ３ ａ は 収 容 凹 部 ３ ０ ａ に 対
し て 略 水 平 方 向 に 進 退 可 能 と な っ て い る 。 ま た 、 の 先 端 面 ３ ６ ａ 及 び 該 先 端 面 ３ ６ ａ に 対
向 す る ケ ー ス 部 ３ １ ａ の 他 方 の 内 端 面 ３ ７ ａ に は 、 複 数 の 三 角 刃 形 状 の 掛 止 部 ３ ８ ａ が そ
れ ぞ れ 突 設 さ れ て お り 、 こ の 掛 止 部 ３ ８ ａ は 、 鼻 緒 ３ の 端 部 ２ ９ ａ ， ２ ９ ｂ ， ２ ９ ｃ を 誘
い 込 み 易 い よ う に 、 下 方 に 湾 曲 し て 形 成 さ れ て い る 。 さ ら に ま た 、 軸 部 ３ ３ ａ の 頂 部 に は
摘 み 部 ３ ９ ａ が 突 設 さ れ 、 摘 み 部 ３ ９ ａ は 基 台 ２ の 上 面 ５ の 使 用 者 の 足 に 当 ら な い 位 置 に
突 出 す る よ う に な っ て い る 。 な お 、 こ の 摘 み 部 ３ ９ ａ の 代 わ り に 、 軸 部 ３ ３ ａ か ら 基 台 ２
の 側 面 ７ に 至 る よ う に 水 平 に 操 作 軸 （ 図 示 省 略 ） を 設 け 、 該 操 作 軸 を 押 圧 す る こ と に よ り
、 軸 部 ３ ３ ａ が 収 容 凹 部 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ ， ３ ０ ｃ か ら 退 出 す る 方 向 に 移 動 す る よ う に 構 成
し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の よ う な 構 成 を 備 え た 履 物 ２ １ に お い て 、 鼻 緒 ２ ３ を 基 台 ２ ２ に 取 り 付 け る 場 合 、 鼻
緒 ２ ３ の 端 部 ２ ９ ａ ， ２ ９ ｂ ， ２ ９ ｃ を そ れ ぞ れ 上 方 か ら 収 容 凹 部 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ ， ３ ０
ｃ に 挿 入 す る と 、 こ の 鼻 緒 ２ ３ の 端 部 ２ ９ ａ ， ２ ９ ｂ ， ２ ９ ｃ の 挿 入 動 作 に 伴 い 、 軸 部 ３
３ ａ ， ３ ３ ｂ ， ３ ３ ｃ は 、 掛 止 部 ３ ８ ａ ， ３ ８ ｂ ， ３ ８ ｃ が 下 方 に 湾 曲 し た 形 状 を 成 し て
い る た め 、 バ ネ ３ ５ ａ の 付 勢 力 に 抗 し て 、 収 容 凹 部 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ ， ３ ０ ｃ か ら 退 出 す る
方 向 に 移 動 す る 。 そ し て 、 鼻 緒 ２ ３ の 端 部 ２ ９ ａ ， ２ ９ ｂ ， ２ ９ ｃ は 、 固 定 具 ３ ２ ａ ， ３
２ ｂ ， ３ ２ ｃ の 先 端 の 掛 止 部 ３ ８ ａ ， ３ ８ ｂ ， ３ ８ ｃ に 押 圧 さ れ 、 該 掛 止 部 ３ ８ ａ ， ３ ８
ｂ ， ３ ８ ｃ が 掛 止 す る こ と に よ り 、 そ れ ぞ れ 収 容 凹 部 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ ， ３ ０ ｃ に 収 容 、 固
定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 一 方 、 鼻 緒 ２ ３ を 基 台 ２ ２ か ら 取 り 外 す に は 、 摘 み 部 ３ ９ ａ ， ３ ９ ｂ ， ３ ９ ｃ を 、 バ ネ
３ ５ ａ の 付 勢 力 に 抗 し て 、 収 容 凹 部 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ ， ３ ０ ｃ か ら 退 出 す る 方 向 に 移 動 さ せ
、 鼻 緒 ２ ３ の 端 部 ２ ９ ａ ， ２ ９ ｂ ， ２ ９ ｃ と 掛 止 部 ３ ８ ａ ， ３ ８ ｂ ， ３ ８ ｃ と の 掛 止 状 態
を 解 除 さ せ 、 鼻 緒 ２ ３ を 上 方 に 引 き 抜 く こ と に よ り 行 う 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 上 記 し た 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お い て 、 着 脱 手 段 と し て 、 固 定 金 具 ４ ａ ，
４ ｂ ， ４ ｃ 、 ２ ４ ａ ， ２ ４ ｂ ， ２ ４ ｃ に つ い て 説 明 し た が 、 こ れ は 単 な る 例 示 に 過 ぎ ず 、
着 脱 手 段 は 、 着 脱 作 業 時 に 履 物 の 側 方 又 は 上 方 か ら 操 作 可 能 で あ れ ば 、 他 の 構 造 や 形 状 を
成 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 し た 和 装 用 の 草 履 に 限 ら ず 、 他 の 草 履 や 下 駄 、 雪 駄 等 の 履 物 全 般
に 適 用 可 能 で あ る こ と は 言 う 迄 も な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 履 物 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 考 案 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 履 物 を 裏 面 側 か ら 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 考 案 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 履 物 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 考 案 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 履 物 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 考 案 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 履 物 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 考 案 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 履 物 の 固 定 手 段 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 　 　 １ 　 　 　 　 　 履 物
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　 　 　 ２ 　 　 　 　 　 基 台
　 　 　 ３ 　 　 　 　 　 鼻 緒
　 　 　 ４ ａ 　 　 　 　 固 定 金 具 （ 着 脱 手 段 ）
　 　 　 ４ ｂ 　 　 　 　 固 定 金 具 （ 着 脱 手 段 ）
　 　 　 ４ ｃ 　 　 　 　 固 定 金 具 （ 着 脱 手 段 ）
　 　 　 ９ ａ 　 　 　 　 端 部
　 　 　 ９ ｂ 　 　 　 　 端 部
　 　 　 ９ ｃ 　 　 　 　 端 部
　 　 　 １ ０ ａ 　 　 　 収 容 凹 部
　 　 　 １ ０ ｂ 　 　 　 収 容 凹 部
　 　 　 １ ０ ｃ 　 　 　 収 容 凹 部
　 　 　 １ １ ａ 　 　 　 固 定 具
　 　 　 １ １ ｂ 　 　 　 固 定 具
　 　 　 １ １ ｃ 　 　 　 固 定 具
　 　 　 ２ １ 　 　 　 　 履 物
　 　 　 ２ ２ 　 　 　 　 基 台
　 　 　 ２ ３ 　 　 　 　 鼻 緒
　 　 　 ２ ４ ａ 　 　 　 固 定 金 具 （ 着 脱 手 段 ）
　 　 　 ２ ４ ｂ 　 　 　 固 定 金 具 （ 着 脱 手 段 ）
　 　 　 ２ ４ ｃ 　 　 　 固 定 金 具 （ 着 脱 手 段 ）
　 　 　 ２ ９ ａ 　 　 　 端 部
　 　 　 ２ ９ ｂ 　 　 　 端 部
　 　 　 ２ ９ ｃ 　 　 　 端 部
　 　 　 ３ ０ ａ 　 　 　 収 容 凹 部
　 　 　 ３ ０ ｂ 　 　 　 収 容 凹 部
　 　 　 ３ ０ ｃ 　 　 　 収 容 凹 部
　 　 　 ３ ２ ａ 　 　 　 固 定 具
　 　 　 ３ ２ ｂ 　 　 　 固 定 具
　 　 　 ３ ２ ｃ 　 　 　 固 定 具
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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